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 （研究の目的等）  
現在 、デザインプロセスで欠かすことのできないスキルとなった CAD(Computer Aded 
Design)の現状を分析し、社会から求められる人材を展望。それに基づいた人材育成を目
標とする本学における CAD・CG 教育の次世代カリキュラム構想を提案する。  
（研究の実施方法等）  
１．社会的な人材の需要  
   ・企業訪問、聞き取り、関連文献などによるデータ収集。  
   
２．本学への求人と学生の希望状況  
   ・本学学生へのアンケート集計結果に基づく分析  
 
３．他大学の状況  
   ・公開シラバス収集・分析  
   ・大学訪問、担当教員への聞き取り調査  
 
上記３点を実施、分析し、将来のカリキュラム構想を提案した。  
（得られた成果等） 
社会からデザイン系大学に求められる人材の把握。 
学生の希望実態把握。 
プロダクトデザイン領域で行われているＣＡＤ教育の実情把握。 
デザイン業界におけるＣＡＤツールの使用実態の把握。 
社会の要望に適した人材育成のためのプログラムの骨組み提案。 
大学機材の見直し。 
 
以上の成果を本年度実施のＣＡＤ教育研究における具体的なＣＡＤ教育プログラムへ反映させ、研究
を継続中である。 
 
